
今月の主な内容

●平成13年区長さん・農会長さん…4～5 ●所得税の確定申告…6 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲シドニーオリンピック女子マラソンで入賞した山口衛里選手と楽しそうに走る小学生たち

2月4日（日）、兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会と同時に北播小学生ロードレースカーニバルが開催されました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会（2ページ）特集



男子スタートの様子。ゼッケン25は加西市1区の細見選手。

22

特特　　集集
県郡市区対抗
駅伝競走大会

兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

│
温　
か　
い　
ご　
声
援
あ
り
が　
と
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
│

加
西
市
13
回
大
会

加西市チームメンバー表

男子

細見　幸司（播磨農高）1区

岩本　　望（播磨農高）2区

國田　雅徳（上万願寺）3区

山端　良尚（西高室）4区

西面　和希（別府西）5区

石野　誠慈（西谷東）6区

工藤　雅也（西　南）7区

女子

高見早起子（池　上）1区

長田　和奈（越　水）2区

三宅　裕子（中　野）3区

高見　美帆（戸田井）4区

三宅　　慶（中　野）5区

先　
に　
行　
わ　
れ　
た　
都
道
府
県
対
抗
駅

伝　
で　
は　
男
子　
が　
２　
位
、　
女
子　
が　
１　
位　

と　
絶
好
調　
の　
「
駅
伝
王
国
・
兵
庫
」　

の　
ト　
ッ　
プ　
ラ　
ン　
ナ　
ー　
が　
勢
揃　
い　
、　
沿
道　

に　
は　
１　
万
人　
を　
超
え　
る　
観
衆　
が　
県
内

各
地　
か　
ら　
つ　
め　
か　
け
、　
郷
土
愛　
の　
た　

す
き　
リ　
レ　
ー　
に　
温　
か　
い　
声
援　
を　
送　
り　

ま　
し　
た　
。　

加
西
市　
チ　
ー　
ム　
も　
地
元　
の　
大
き　
な　

声
援　
に　
応
え　
よ　
う
と　
力
走　
し　
、　
男
子　

は　
25
位
、　
女
子　
は　
17
位　
（　
と　
も　
に　
前

年　
と　
同　
じ　
）　
に　
は　
い　
り　
ま　
し　
た　
。　

今　
や　
す　
っ　
か　
り

″　加
西
の
冬
の
風

物
詩
″
と　
な　
っ　
た　
こ　
の　
大
会
。　
沿
道　

に　
は　
市
内
企
業　
の　
協
力　
で　
色
鮮　
や　
か　

な　
の　
ぼ　
り　
が　
並　
び　
、　
市
内
児
童　
の　
手

作　
り　
の　
小
旗　
が　
配　
ら　
れ　
、　
県
内
各
地　

か　
ら　
応
援　
に　
駆　
け　
つ　
け　
た　
多　
く　
の　
観

客　
と　
あ　
い　
ま　
っ　
て　
大
会　
の　
雰
囲
気　
を　
盛　

り
上　
げ　
ま　
し　
た　
。

会
場　
で　
は　
、　
市
連
合
婦
人
会
、　
Ｊ

Ａ　
女
性
会
、　
い　
ず　
み　
会　
の　
み　
な　
さ　
ん　
に　

よ　
っ　
て　
、　
ぜ　
ん　
ざ　
い　
や　
甘
酒　
が　
選
手　
や　

関
係
者　
に　
振
舞　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。

「
駅
伝
王
国
」　
兵
庫
県　
の　
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会　
が　
、　
快
晴　
に　

恵　
ま　
れ　
た　
2
月
4
日

（　日　）　
、　
市
役
所
前　
を　
出
発
・
中
継
・
ゴ　
ー　
ル　
地
点　
と　

し　
て　
、　
男
子
42
・
1
9
5
km
、　
女
子
21
・
0
9
7
5
km
の　
コ　
ー　
ス　
で　
行　

わ　
れ　
ま　
し　
た　
。

総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績

順位 チーム タイム

1°13′19″1 小野市

1°13′42″2 加古川市

1°14′01″3 西　区

1°19′39″17 加西市

女　子 男　子

順位 チーム タイム

2°09′04″1 加古郡

2°09′31″2 垂水区

2°10′14″3 明石市

2°18′14″25 加西市

力を出しきり満足そうな加西市チームのみなさん

甘酒をふるまうJA女性会のみなさん
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Ｎ　Ｎ　
Ｏ　Ｏ　
Ｓ　Ｓ　
Ａ　Ａ　
Ｉ　Ｉ　
の　の　
建建
物物
短短
期期
共共
済済

安
心
の
補
償

★
問
合
先

農
林
共
済
課

（
�
�
８
７
４
１
）

●家具類への加入もお忘れなく!

「　
Ｎ　
Ｏ　
Ｓ　
Ａ　
Ｉ　
の　
建
物
短
期
共
済
」　
は　
魅
力　
あ　
る　
契
約
内
容
と　
ワ　
イ　
ド　

な　
補
償
額　
で　
、　
あ　
な　
た　
の　
大
切　
な　
財
産
を　
守　
り　
ま　
す　
。

●
火
災
共
済
は
、
一
棟
当
た
り
最

高
5，　
0
0
0
万
円
ま
で
加
入

で
き
ま
す
。

●
火
災
の
ほ
か
、
落
雷
、
消
火
に

伴
う
水
漏
れ
な
ど
に
よ
る
損
害

も
補
償
し
ま
す
。

※この表は、限度額いっぱいの契約で全損時の損害共済金の例です。

●共済の種類と補償内容（一棟当たりの最高補償額）

事故の種類

共済の種類

火災共済 5,000万円 － －

1,500万円 1,500万円 450万円
（契約の30％を限度）

総合共済

火災・落雷・消火に

伴う水漏れ損害等

風水害・雪害

等の自然災害
地 震 等

●共済掛金表（共済金額1,000万円当たり）

建 物 の 用 途 ・ 種 類

普通物件
（住宅・納屋

農作業場・畜舎）

木　　　造 7,500円 20,100円

6,800円 19,500円

4,700円 18,100円

2,500円 16,100円

3,400円 16,900円

木造防火造

鉄　骨　造

鉄筋コンク
リート造

建　物

家具類

共 済 金 額

火災共済 総合共済

加
西
市
の
友
好
都
市
米
国
プ
ル

マ
ン
市
と
は
、
平
成
元
年
の
友
好

都
市
提
携
以
来
、
主
に
青
少
年
を

中
心
と
し
た
訪
問
団
の
派
遣
・
受

入
れ
を
行
い
交
流
を
深
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
プ
ル
マ
ン
市
よ
り
３

月
18
日

（日）
〜
25
日

（日）
（
※
予
定
）

の
日
程
で
中
高
校
生
親
善
訪
問
団

（
男
子
10
名
、
女
子
９
名
、
大
人
３

名
）
が
来
日
し
ま
す
。
こ
の
間
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
国
際
交
流
の
入
門
と
し
て
最

適
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
是
非

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

資
　
格

市
内
在
住
の
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
。

※
た　
だ　
し　
、　
中
高
生　
の　
お　
子
様　
の　
い　

ら　
っ　
し　
ゃ　
る　
家
庭
を　
優
先
し　
ま　
す
。

※
上
記
の
期
間
は
基
本
的
に
全
泊

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

加
西
市
都
市
親

善
友
好
協
会
事
務
局
（
電
話
42
│

８
７
０
１
）
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…
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…
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―
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―
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―
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―
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―

現
地
解
決
型
の
行
政
を
目
指
し

て
４
月
か
ら
県
の
行
う
県
民
局
の

再
編
に
伴
い
、
加
西
市
は
北
播
磨

県
民
局
管
内
と
な
る
こ
と
は
既
に

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
窓

口
等
の
主
な
変
更
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
県
民
相
談
・
広
報
に
関
す
る
事

務
↓
参
事
（
企
画
調
整
担
当
）

・
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
事
務

↓
参
事
（
参
事
（
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
担
当
））

・
防
災
に
関
す
る
事
務
↓
参
事

（
市
町
・
防
災
担
当
）

・
県
民
運
動
に
関
す
る
事
務
↓
参

事
（
県
民
担
当
）

・
病
院
・
薬
局
な
ど
の
指
導
や
介

護
保
険
に
か
か
る
指
定
・
指
導

↓
社
健
康
福
祉
事
務
所

・
犬
の
引
取
り
・
苦
情
↓
社
健
康

福
祉
事
務
所

・
大
気
・
水
・
廃
棄
物
な
ど
の
公

害
や
鳥
獣
保
護
な
ど
↓
参
事

（
環
境
担
当
）

・
産
業
労
働
に
関
す
る
事
務
↓
参

事
（
産
業
労
働
担
当
）

・
建
設
業
許
可
、
宅
建
業
免
許
な

ど
↓
参
事
（
ま
ち
づ
く
り
担
当
）

詳
細
に
つ
い
て
は
東
播
磨
県
民

局
組
織
整
備
担
当
（
電
話
０
７
９

４
│
21
│
１
１
０
１
）
ま
で
。

４
月　
か　
ら　
県　
の　

地
方
機
関　
が　
変　
わ　
り
ま
す

Part 2
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北北
条条
地地
区区

福
　
吉
　
町

森

猛

本
　
　
　
町

片
　
岡
　
和
　
義

南
　
　
　
町

後
　
藤
　
篤
　
彌

駅
　
前
　
町

井
　
上
　
　
　
晃

田
　
　
　
町

竹
　
本
　
幸
　
夫

御
　
旅
　
町

松
　
村
　
　
　
勲

御
　
幸
　
町

三
　
枝
　
種
　
男

笠
　
屋
　
町

宮
　
崎
　
寿
　
明

宮
　
前
　
町

大
　
西
　
重
　
朗

江
ノ
木
町

西
　
村
　
　
　
護

住
　
屋
　
町

岡
　
本
　
教
　
穂

栄
　
　
　
町

阿
　
部
　
乕
　
芳

小
　
　
　
谷

長
　
尾
　
憲
　
征

栗
　
　
　
田

島
　
津
　
昌
　
宏

横
　
　
　
尾

山
　
本
　
宏
　
史

古
　
　
　
坂

高
　
井
　
照
　
夫

東
　
高
　
室

鈴
　
木
　
正
　
純

西
　
高
　
室

高
　
橋
　
　
　
明

東
　
　
　
南

西
　
岡
　
弘
　
之

西
　
　
　
南

小
　
林
　
　
　
亘

黒
　
　
　
駒

菅
　
原
　
孝
　
良

曽
根
自
治
区

喜
　
田
　
茂
　
文

北
条
第
三
住
宅
自
治
区

松
　
本
　
譲
　
治

古
坂
１
丁
目
自
治
区藤

　
本
　
治
　
朗

古
坂
２
丁
目
自
治
区圓

　
井
　
滋
　
美

古
坂
３
丁
目
自
治
区塩

　
見
　
忠
　
重

北
条
団
地
自
治
区

原
　
田
　
孝
　
志

女
鹿
山
自
治
区

谷
　
田
　
儀
　
秋

清
水
団
地
自
治
会

福
　
井
　
央
　
行

カ
ナ
ダ
村
自
治
会

串
　
田
　
一
　
裕

富富
田田
地地
区区

谷
　
　
　
町

垣
　
内
　
光
　
夫

西
谷
東
町

石
　
野
　
一
　
郎

西
谷
西
町

新
　
丸
　
　
　
勲

畑
　
　
　
町

河
　
原
　
博
　
美

窪
　
田
　
町

坪
　
木
　
弘
　
毅

吸
　
谷
　
町

柏
　
原
　
　
　
勉

西
上
野
町

岡
　
　
　
康
　
彦

市
　
村
　
町

大
　
西
　
利
　
明

坂
　
元
　
町

後
　
藤
　
武
　
重

福
　
居
　
町

大
　
門
　
義
　
則

谷
　
口
　
町

山
　
野
　
正
　
史

吉
　
野
　
町

荒
　
木
　
英
　
夫

吉
野
住
宅
自
治
区

西
　
村
　
龍
　
彦

芝
自
治
区

宮
　
崎
　
勝
　
治

賀賀
茂茂
地地
区区

福
住
東
町

本
　
多
　
邦
　
好

福
住
西
町

安
　
田
　
好
　
孝

山
下
西
町

中
　
川
　
敏
　
治

山
下
中
町

小
松
原
　
弘
　
一

山
下
東
町

荒
　
木
　
　
　
修

西
横
田
町

横
　
田
　
與
一
郎

東
横
田
町

甲
　
　
　
義
　
則

鎮
　
岩
　
町

若
　
宮
　
　
　
勝

岸
　
呂
　
町

喜
　
谷
　
大
　
吉

東
　
長
　
町

玉
　
置
　
　
　
悟

西
　
長
　
町

玉
　
置
　
和
　
文

東
剣
坂
町

田
　
中
　
正
　
美

西
剣
坂
町

高
　
原
　
正
　
敏

中
　
山
　
町

渡
　
邊
　
久
　
芳

大
　
柳
　
町

柴
　
田
　
正
　
和

下下
里里
地地
区区

王
　
子
　
町

飯
　
尾
　
忠
　
一

戸
田
井
町

高
　
見
　
淳
　
一

両
　
月
　
町

前
　
田
　
義
　
光

大
　
村
　
町

衣
　
笠
　
節
　
夫

尾
　
崎
　
町

深
　
田
　
　
　
守

段
　
下
　
町

栗
　
山
　
重
　
之

中
西
南
町

高
　
田
　
　
　
均

中
西
北
町

松
　
田
　
哲
　
郎

琵
琶
甲
町

内
　
田
　
　
　
徹

野
　
条
　
町

菅
　
原
　
孝
　
志

牛
　
居
　
町

中
　
村
　
　
　
晃

上
野
田
町

中
　
川
　
江
　
司

東
野
田
町

前
　
田
　
　
　
勉

東
笠
原
町

常
　
峰
　
　
　
修

西
笠
原
町

佐
　
伯
　
俊
　
一

三
　
口
　
町

宮
　
永
　
孝
　
一

坂
　
本
　
町

永
　
戸
　
秀
　
幸

倉
　
谷
　
町

五
百
蔵
　
　
　
昇

千
ノ
沢
町

山
　
本
　
公
　
一

新
　
生
　
町

中
　
原
　
宏
　
昌

尾
崎
団
地
自
治
区

黒
　
田
　
晃
　
勝

九九
会会
地地
区区

中
　
野
　
町

三
　
宅
　
利
　
弘

田
　
原
　
町

橋
　
本
　
晃
　
正

網
　
引
　
町

井
　
上
　
悦
　
夫

南
網
引
町

豊
　
田
　
勝
　
苗

栄
　
　
　
町

小
　
丸
　
敏
　
一

桑
原
田
町

神
　
戸
　
富
　
雄

繁
　
陽
　
町

長
谷
川
　
　
　
勇

繁
　
昌
　
町

高
　
見
　
　
　
稔

上
宮
木
町

長
谷
川
　
泰
　
通

下
宮
木
村
町

阿
　
木
　
正
　
義

下
宮
木
町

前
　
川
　
和
　
市

鶉
野
上
町

塩
　
河
　
清
　
一

鶉
野
南
町

飯
　
尾
　
　
　
勝

鶉
野
中
町

桑
　
嶋
　
泰
　
昭

繁
昌
団
地
自
治
会

梅
　
木
　
三
　
男

富富
合合
地地
区区

都
　
染
　
町

藤
　
本
　
　
　
博

別
府
西
町

西
　
村
　
昭
　
義

別
府
中
町

西
　
村
　
正
　
敏

別
府
東
町

別
　
府
　
　
　
弘

常
　
吉
　
町

菅
　
野
　
　
　
洋

朝
　
妻
　
町

植
　
永
　
雅
　
則

豊
　
倉
　
町

田
　
中
　
正
　
善

玉
　
野
　
町

西
　
浦
　
美
　
好

山
　
枝
　
町

森
　
山
　
和
　
正

玉
　
丘
　
町

井
　
上
　
美
　
良

青
野
原
町

藤
　
井
　
義
　
正

多多
加加
野野
地地
区区

甲
和
泉
町

伊
　
藤
　
俊
　
和

乙
和
泉
町

高
　
橋
　
尚
　
司

河
　
内
　
町

高
　
見
　
芳
　
和

山
　
田
　
町

鈴
　
木
　
文
　
雄

野
　
上
　
町

高
　
見
　
直
　
利

池
　
上
　
町

植
　
田
　
拓
　
良

西
野
々
町

藤
　
本
　
　
　
勉

島
　
　
　
町

織
　
田
　
寛
　
市

満
　
久
　
町

内
　
藤
　
貫
　
一

馬
渡
谷
町

遠
　
藤
　
　
　
孝

大
　
工
　
町

八
　
木
　
喜
　
宏

鍛
治
屋
町

松
　
本
　
安
　
弘

油
　
谷
　
町

玉
　
井
　
教
　
夫

田
　
谷
　
町

岡
　
本
　
一
　
成

国
　
正
　
町

志
　
方
　
正
　
勝

小
印
南
町

稲
　
木
　
善
　
英

青
　
野
　
町

丸
　
岡
　
　
　
肇

西西
在在
田田
地地
区区

上
若
井
町

小
　
篠
　
　
　
哲

下
若
井
町

柴
　
田
　
一
　
弘

大
　
内
　
町

藤
　
原
　
正
　
勝

下
道
山
町

大
　
西
　
正
　
義

上
道
山
町

高
　
井
　
正
　
信

下
万
願
寺
町

小
　
池
　
昭
　
廣

上
万
願
寺
町

棟
　
広
　
勝
　
正

在在
田田
地地
区区

殿
　
原
　
町

溝
　
辺
　
智
　
士

鴨
　
谷
　
町

小
　
田
　
貞
　
夫

笹
　
倉
　
町

松
　
井
　
信
　
幸

中
　
富
　
町

柳
　
生
　
久
　
夫

越
　
水
　
町

別
　
所
　
　
　
孝

北
　
　
　
町

馬
　
頭
　
正
　
巳

別
　
所
　
町

西
　
脇
　
房
　
雄

佐
　
谷
　
町

高
　
見
　
昌
　
良

上
　
野
　
町

藤
　
原
　
久
　
司

広
　
原
　
町

高
　
見
　
博
　
行

下
芥
田
町

黒
　
田
　
修
　
身

上
芥
田
町

生
　
沢
　
三
千
穂

区
長
会
会
長

中
　
川
　
江
　
司

上
野
田
町

（
下
里
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

大
　
西
　
利
　
明

市
村
町

（
富
田
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

飯
　
尾
　
　
　
勝

鶉
野
南
町

（
九
会
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

志
　
方
　
正
　
勝

国
正
町

（
多
加
野
地
区
代
表
区
長
）

北
条
地
区
代
表
区
長

片
　
岡
　
和
　
義

本
　
　
町

賀
茂
地
区
代
表
区
長

横
　
田
　
與
一
郎

西
横
田
町

富
合
地
区
代
表
区
長

別
　
府
　
　
　
弘

別
府
東
町

西
在
田
地
区
代
表
区
長

小
　
池
　
昭
　
廣

下
万
願
寺
町

在
田
地
区
代
表
区
長

松
　
井
　
信
　
幸

笹
倉
町

区　長 さん

区長会会長

中川江司さん
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農会長会会長

福永芳嗣さん

農
会
長
会
会
長

福
　
永
　
芳
　
嗣

吉
野
町

（
富
田
地
区
代
表
農
会
長
）

農
会
長
会
副
会
長

岡
　
田
　
泰
　
和

東
　
　
南

（
北
条
地
区
代
表
農
会
長
）

賀
茂
地
区
代
表
農
会
長

中
　
川
　
正
　
春

山
下
町

下
里
地
区
代
表
農
会
長

山
　
本
　
宏
　
雄

倉
谷
町

九
会
地
区
代
表
農
会
長

後
　
藤
　
　
　
博

鶉
野
南
町

富
合
地
区
代
表
農
会
長

藤
　
原
　
博
　
文

常
吉
町

多
加
野
地
区
代
表
農
会
長

織
　
部
　
　
　
弘

島
　
　
町

西
在
田
地
区
代
表
農
会
長

上
　
坂
　
敏
　
昭

下
若
井
町

在
田
地
区
代
表
農
会
長

甘
　
中
　
義
　
幸

笹
倉
町

北北
条条
地地
区区

北
　
条
　
東

松
　
本
　
　
　
正

北
　
条
　
西

原
　
田
　
　
　
工

小
　
　
　
谷

長
　
尾
　
敏
　
昭

栗
　
　
　
田

原
　
田
　
宗
　
一

横
　
　
　
尾

藤
　
原
　
義
　
昭

古
　
　
　
坂

高
　
井
　
昭
　
一

東
　
高
　
室

山
　
下
　
正
　
和

西
　
高
　
室

高
　
次
　
栄
　
造

東
　
　
　
南

岡
　
田
　
泰
　
和

西
　
　
　
南

小
　
林
　
勝
　
雄

黒
　
　
　
駒

塚
　
原
　
貞
　
美

富富
田田
地地
区区

谷
　
　
　
町

寺
　
尾
　
孝
　
一

西
谷
東
町

石
　
野
　
周
　
作

畑
　
町
　
１

山
　
下
　
敏
　
雄

畑
　
町
　
２

木
　
下
　
博
　
康

畑
　
町
　
３

安
　
富
　
　
　
忠

畑
　
町
　
４

増
　
田
　
正
　
久

窪
　
田
　
町

金
　
鹿
　
正
　
孝

吸
　
谷
　
町

山
　
本
　
　
　
茂

西
上
野
町

岡
　
　
　
繁
　
美

市
　
村
　
町

中
　
右
　
義
　
明

坂
元
町
１

後
　
藤
　
浩
　
二

坂
元
町
２

衣
　
笠
　
保
　
則

福
居
町
１

小
　
東
　
清
　
治

福
居
町
２

美
　
藤
　
正
　
人

福
居
町
３

喜
　
田
　
繁
　
克

福
居
町
４

黒
　
田
　
義
　
明

谷
　
口
　
町

山
　
野
　
義
　
継

吉
　
野
　
町

福
　
永
　
芳
　
嗣

賀賀
茂茂
地地
区区

福
住
東
町

本
　
多
　
　
　
毅

福
住
西
町

安
　
田
　
義
　
和

山
下
西
町

中
　
川
　
正
　
春

山
下
中
町

山
　
下
　
良
　
雄

山
下
東
町

奥
　
隅
　
栄
　
明

西
横
田
町

中
　
根
　
昭
　
夫

東
横
田
町

山
　
本
　
一
　
憲

鎮
　
岩
　
町

三
　
船
　
　
　
守

岸
　
呂
　
町

喜
　
谷
　
能
　
久

東
　
長
　
町

谷
　
　
　
光
　
夫

西
　
長
　
町

玉
　
置
　
博
　
充

東
剣
坂
町

中
　
本
　
英
　
文

西
剣
坂
町

藤
　
井
　
　
　
正

中
　
山
　
町

松
　
本
　
　
　
茂

大
　
柳
　
町

小
　
林
　
　
　
守

下下
里里
地地
区区

王
　
子
　
町

宮
　
永
　
忠
　
昭

戸
田
井
町

高
　
見
　
秀
　
幸

両
　
月
　
町

高
　
見
　
芳
　
行

大
　
村
　
町

後
　
藤
　
兼
　
三

尾
　
崎
　
町

岩
　
崎
　
　
　
哲

段
　
下
　
町

久
保
田
　
虎
　
雄

中
西
南
町

塚
　
本
　
信
　
男

中
西
北
町

岩
　
崎
　
徹
　
雄

琵
琶
甲
町

村
　
上
　
正
　
喜

野
　
条
　
町

蓬
　
莱
　
　
　
薫

牛
　
居
　
町

前
　
田
　
知
十
司

上
野
田
町

中
　
川
　
康
　
巳

東
野
田
町

東
　
一
　
　
　
勝

東
笠
原
町

三
　
宅
　
廣
　
司

西
笠
原
町

柿
　
本
　
繁
　
一

三
口
川
北
町

宮
　
永
　
　
　
洋

三
口
北
浦
町

森
　
井
　
友
　
祥

三
口
上
所
町

西
　
岡
　
博
　
文

坂
　
本
　
町

浅
　
見
　
　
　
健

倉
　
谷
　
町

森
　
本
　
　
　
薫

千
ノ
沢
町

山
　
本
　
宏
　
雄

九九
会会
地地
区区

中
　
野
　
町

三
　
宅
　
喜
　
正

田
　
原
　
町

大
　
橋
　
　
　
貢

網
　
引
　
町

上
　
見
　
敏
　
明

南
網
引
町

多
　
田
　
俊
　
成

栄
　
　
　
町

吉
　
田
　
孝
　
良

桑
原
田
町

菅
　
野
　
　
　
收

繁
　
陽
　
町

後
　
藤
　
鉄
　
男

繁
　
昌
　
町

亀
　
田
　
昭
　
義

上
宮
木
町

柿
　
本
　
高
　
毅

下
宮
木
村
町

古
　
元
　
美
貴
男

下
宮
木
町

澤
　
中
　
　
　
弘

鶉
野
上
町

山
　
本
　
正
　
明

鶉
野
南
町

後
　
藤
　
　
　
博

鶉
野
中
町

山
　
崎
　
拓
　
也

富富
合合
地地
区区

都
　
染
　
町

長
　
岡
　
博
　
文

別
府
西
町

高
　
見
　
日
出
男

別
府
中
町

松
　
末
　
和
　
征

別
府
東
町

別
　
府
　
博
　
行

常
　
吉
　
町

藤
　
原
　
博
　
文

朝
　
妻
　
町

小
　
林
　
正
　
明

豊
　
倉
　
町

岩
　
佐
　
一
　
志

玉
　
野
　
町

繁
　
中
　
晴
　
夫

山
　
枝
　
町

仲
　
井
　
清
　
澄

玉
　
丘
　
町

清
　
水
　
春
　
美

青
野
原
町

浅
　
田
　
武
　
志

多多
加加
野野
地地
区区

甲
和
泉
町

伊
　
藤
　
孝
　
之

乙
和
泉
町

藤
　
本
　
隆
　
博

河
　
内
　
町

榊
　
原
　
孝
　
志

山
　
田
　
町

神
　
田
　
雅
　
史

野
　
上
　
町

高
　
見
　
廣
　
己

池
　
上
　
町

春
　
岡
　
正
　
義

西
野
々
町

阿
　
木
　
　
　
守

島
　
　
　
町

織
　
部
　
　
　
弘

満
　
久
　
町

原
　
田
　
正
　
紀

馬
渡
谷
町

遠
　
藤
　
龍
　
夫

大
　
工
　
町

石
　
山
　
好
　
樹

鍛
治
屋
町

河
　
月
　
征
　
捷

油
　
谷
　
町

藤
　
本
　
　
　
隆

田
　
谷
　
町

常
　
峰
　
八
　
郎

国
　
正
　
町

井
　
上
　
雅
　
仁

小
印
南
町

片
　
岡
　
勝
　
士

青
　
野
　
町

岡
　
田
　
哲
　
也

西西
在在
田田
地地
区区

上
若
井
町

後
　
藤
　
邦
　
雄

下
若
井
町

上
　
坂
　
敏
　
昭

大
　
内
　
町

藤
　
原
　
忠
　
和

下
道
山
町

井
之
上
　
照
　
美

上
道
山
町

金
　
沢
　
保
　
明

下
万
願
寺
町

大
　
塚
　
敏
　
記

上
万
願
寺
町

轟

治

在在
田田
地地
区区

殿
　
原
　
町

村
　
岡
　
政
　
典

鴨
　
谷
　
町

轟
　
　
　
宗
　
雄

笹
　
倉
　
町

甘
　
中
　
義
　
幸

中
　
富
　
町

高
　
見
　
栄
　
一

越
　
水
　
町

藤
　
岡
　
昭
　
博

北
　
　
　
町

森
　
本
　
貞
　
清

別
　
所
　
町

内
　
橋
　
正
　
嗣

佐
　
谷
　
町

高
　
橋
　
昭
　
男

上
　
野
　
町

瀬
　
戸
　
秀
　
利

広
　
原
　
町

為
　
平
　
　
　
進

下
芥
田
町

黒
　
田
　
博
　
顕

上
芥
田
町

藤
　
元
　
　
　
昇

農会長さん



6

農
業
所
得
以
外
に
次
の
よ
う
な

所
得
が
あ
る
方
は
、
申
告
の
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年

一
年
間
の
収
入
を
も
う
一
度
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
に
貸

し
た
と
き
の
収
入
。
ア
パ
ー
ト

や
貸
間
の
収
入
（
不
動
産
所
得
）

●
土
地
や
建
物
等
を
売
っ
た
収
入

（
譲
渡
所
得
）

●
生
命
保
険
契
約
等
の
一
時
金

（
一
時
所
得
）

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
】

次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
給
与
を
一
カ
所
か
ら
受
け
て
い

る
方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
場
合
（
た
だ
し
20
万

円
以
下
の
場
合
で
も
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
）

●
平
成
12
年
中
の
給
与
の
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
場
合

※
源
泉
徴
収　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
で　
医
療

費
控
除
、　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除　
な　
ど　
の　
申
告　
を　
さ　
れ　
ま　
す　
と　
所

得
税　
が　
還
付　
さ　
れ　
ま　
す
。　
申
告
書　

の　
書
き　
方　
な　
ど　
で　
わ　
か　
ら　
な　
い　
こ　
と　

が　
あ　
れ　
ば　
、　
税
務
署　
ま　
た　
は　
市　
の　

申
告
会
場　
で　
相
談　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。

問
合
先

社
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

平
成
13
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
前
年
中
に
所
得

が
あ
っ
た
方
（
確
定
申
告
を
す
る

方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
確
定
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
除
く
）
は

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

方
は
、
所
得
に
よ
っ
て
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
３
月
15
日

（木）
ま
で
に
、

申
告
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
役
所
税
務
課

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

所

得

税

市

県
民
税

◆申告に必ず持ってくるもの◆
①所得税または市県民税の申告書

（用紙が送付された方）
②源泉徴収票（給与所得がある方）
③所得の計算に必要な帳簿書類
④生命保険、損害保険等の支払証明

書、その他領収書
⑤印鑑（認印で可）
⑥通知があった方は通知書
※新たに振替納税を希望される方は、

金融機関名、預金の種類、口座番
号、通帳使用印も準備してください。

◆農業所得の申告に必要なもの◆
①平成1 2年中に大型農機具を購入し

た方は購入証明書
②カントリーの利用料および苗の購入証

明書
③近代化資金等の利息支払証明書
④加古川西部土地改良区事業負担金
（管理費含む）の領収書

⑤土地改良事業負担金の領収書

平平成成1133年年度度市市県県民民税税申申告告（（平平成成1122年年分分確確定定申申告告））相相談談日日程程表表
区　　　分

申　告　相　談

所得税確定申告相談
（三者共同申告相談）

社税務署・社財務事務所・加西市

税理士等による
無料相談

（所得税確定申告相談）

税理士会・納税協会

納貯連合会

商工会議所・商工会

月　　日

2月16日（金）～

3月15日（木）

但し、土曜・

日曜日は除く

2月21日（水）

2月22日（木）

2月23日（金）

2月23日（金）

2月26日（月）

2月27日（火）

3月 5日（月）

3月 6日（火）

3月 7日（水）

場　　　所

加西市民会館

コミュニティセン

ター3階小ホール

電話43-0445

時　　間

9：00～

16：00

9：30～

16：00

9：30～

16：00

対　象　者

申告の必要な人

対象者には、ハ

ガキで通知しま

す。

加西市民会館

コミュニティセン

ター3階小ホール

（3階遊戯室）

加西商工会議所

3階　大会議室

税務署職員等が申告相談に応じます。
※事業（営業）所得のある方は、なるべ
く、この期間に申告に来てください。

税理士等が申告相談に応じます。
ハガキで通知のない人でも確定申告の相
談に応じます。

固定資産税台帳の縦覧
自分が所有する固定

資産の価格や税額を知

りたい方は、それらが

記載されている固定資

産課税台帳（名寄帳）

を縦覧することができ

ます。

★縦覧期間

3月1日（木）～21日（水）

（土・日曜日を除く午前8

時30分～午後5時15分）

★縦覧場所

市役所2階税務課

★問合先

税務課資産税係

（電話42-8713）
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加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、

車
椅
子
の
ま
ま
乗
り
降
り
で
き
る

リ
フ
ト
付
き
の
自
動
車
「
か
た
つ

む
り
号
」
を
運
行
し
て
お
り
、
市

内
在
住
の
車
イ
ス
使
用
者
の
通
院

な
ど
に
利
用
さ
れ
、
ほ
ぼ
毎
日
出

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
か
た
つ
む
り
号
の
運
転
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
く

だ
さ
る
65
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

３
月
３
日

（土）

午
前
10
時
〜
12
時
（
雨
天
決
行
）

会
　
場

市
役
所
来
庁
者
用
駐
車

場

内
　
容

か
た
つ
む
り
号
の
リ
フ

ト
操
作
と
車
イ
ス
介
助
の
講
習

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い

た
だ
き
、
ご
都
合
の
良
い
日
に
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
・
申
込
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
（
電
話
43
│
０
３
６
１
）

（
水
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

運運
転　転　
ボ　ボ　
ラ　ラ　
ン　ン　
テ　テ　
ィ　ィ　
ア　ア　
講講
習習
会会

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

かか
たた
つつ
むむ
りり
号号

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
方
々

が
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を

ご
自
分
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

職
員
は
作
成
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
「
自
書
申
告
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
前
年
分
の
申
告
書

の
控
え
や
「
平
成
12
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考

に
、
是
非
ご
自
分
で
申
告
書
を
作

成
し
て
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
税

理
士
の
資
格
の
な
い
人
が
、
他
人

の
申
告
書
を
作
成
し
た
り
、
税
務

相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
税
理
士
で
な
い
人
が
、

人
か
ら
頼
ま
れ
て
税
務
代
理
や
税

務
書
類
の
作
成
、
納
税
相
談
を
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

十
分
ご
注
意
を
!

に
せ
税
理
士
に

ご
注
意

確
定
申
告
書　
は　
自
分　
で　

書　
い　
て　
お　
早　
め　
に　
!

税税
務務
署　署　
か　か　
ら　ら　
の　の　

お　お　
知知
ら　ら　
せせ

【
配
当
金
の
所
得
の
内
訳
】

「
平
成
11
年
度
配
当
金
計
算
書
兼

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額
は

次
の
と
お
り
各
種
所
得
に
分
類
さ

れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
配
当
所
得

出
資
金
配
当
及
び
、
利
用
高
配

当
の
配
当
所
得
欄
に
記
載
さ
れ
た

金
額
の
合
計
（
20
％
は
源
泉
徴
収

済
）

○
雑
所
得

利
用
高
配
当
の
共
済
欄
に
記
載

さ
れ
た
額

○
農
業
所
得
（
雑
収
入
）

利
用
高
配
当
の
販
売
欄
に
記
載

さ
れ
た
額

【
申
告
の
際
の
注
意
点
】

○
配
当
所
得
が
10
万
円
以
下
の
場

合
（
少
額
配
当
）
は
確
定
申
告

す
る
か
ど
う
か
を
選
択
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
少
額
配
当
は
一

度
申
告
す
る
こ
と
（
又
は
し
な

い
）
を
選
択
す
れ
ば
、
そ
の
後

で
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
一
箇
所
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
人
で
配
当

金
を
含
む
他
の
所
得
の
合
算
額

が
20
万
円
を
超
え
る
（
少
額
配

当
を
除
く
）
場
合
は
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
20
万
円
以
下
の
方
で

も
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
な
ど
、
所
得
税

の
還
付
申
告
を
受
け
る
方
は
必

ず
配
当
金
を
合
わ
せ
て
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
公
的
年
金
の
み
の
方
で
所
得
税

の
か
か
る
人
や
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
金
に
つ
い
て
還
付
申
告
を

受
け
る
方
に
つ
い
て
は
同
じ
く

配
当
金
の
申
告
が
必
要
で
す
。

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

加
西
市
農
協　
の　
出
資
配
当
金
等　
の　

所
得
申
告　
に　
つ　
い　
て

昨
年
６
月
の
総
代
会
の
決
議
に
よ
り
、
配
当
金
（
出
資
金
へ
振
替
）

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
、
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年
６
月
に
送
付
さ
れ
た
『
平
成
11
年
度

配
当
金
計
算
書
兼
通
知
書
』
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

裏
で
捨
て
猫
が
鳴
い
て
い
る
　
露
風
の
碑

と
ぎ
れ
た
電
話
笑
い
声
が
突
然
止
ん
で

に
ん
げ
ん
て
都
合
屋
さ
ん
　
拝
ま
れ
て
い
る

物
置
に
閉
じ
込
め
た
ス
ト
ー
ブ
今
度
は
酷
使
す
る

云
い
切
っ
た
日
の
長
い
飛
行
機
雲

時
間
だ
け
は
実
直
に
動
い
て
い
る
　
こ
の
ご
ろ

気
持
ち
の
捻
挫
　
早
く
冷
や
し
な
さ
い
と
風
の
声

バ
リ
ア
？
　
ど
こ
を
向
い
て
も
障
壁
の
車
椅
子

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

辻
　
　
美
沙

荻
野
　
　
享

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

井
塚
　
理
人



新世紀は結婚ラッシュ？

　2001年1月1日、16組のカップルが加西市役所

に婚姻届を提出されました。末永くお幸せに！

　1月7日（日）市民会館で、晴れ

の門出を祝う「加西市成人式」に

549人が参加、新成人代表の岡本

尚晃さん（福吉）が「ふるさと加

西のために貢献できる人間になり

たい」と誓い、みんなで大人とし

ての誇りと自覚を認識しました。

Town Topics Town Topics

市役所と郵便局が防災協定

中学生が市役所で総合学習

　1月23日（火）、加西中学校（菅野忠彦校長）

の1年生65名が総合学習の一環「地域に学ぶ」

をテーマに市役所を訪れ、13グループに分かれ

て直接担当から自分たちの研究テーマについて

の説明を受けました。

Town TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

北条高校女子剣道部が2年連続で近畿大会出場

加西市成人式

日吉神社で節分祭

　北条高校女子剣道部（松本茜主将）が2年連続2回目の近畿大

会（2月9～11日・和歌山市）に出場。日ごろの練習の成果を発

揮し熱戦を繰り広げました。

　1月17日（水）、加西市は加西郵便局および市内８特定郵便局と

災害時の相互協力に関する覚書と、傷んだ道路の情報提供に関す

る協定を結びました。

　2月3日節分の日、日吉神社（林直宮司・

池上町）は日吉保育園、日吉幼稚園、別

府保育園3園の園児120名を招待して、

節分祭を行いました。園児たちは各々手

作りの鬼の衣装に扮して参加、豆まきを

楽しみました。

午前0時に提出した自分の婚姻届を写真に撮るカップル

藤岡市長にもインタビュー

みんなで市民憲章を朗読

締結に合わせて、展示された
近畿郵政局の移動郵便局
「スペースポスト号」

北条高校剣道部のみなさん

終了後の市民会館前は大同窓会場に

8



なつかしい遊びがいっぱい

苗を傷めず楽々イチゴ狩り

　北播地方で初めて

イチゴの高設土耕栽

培に取り組む野田純

司さん（北条）が東

剣坂町のハウスに賀

茂保育園児を招待。

園児たちはちょうど

顔の高さになってと

りやすいイチゴをた

くさんほおばりまし

た。

　1月15日の小正月を中

心に市内各地で“とんど”

が行われました。

きれいな川に放してあげる！

　また、2月17日（土）健

康福祉会館で開催される教

育課程研究フォーラム『「川」

をテーマとした「総合的な

学習の時間」の創造』で児

童たちが活動報告を行ない

ます。是非ご参加ください。

（午後1時30分～、入場無料）

Town Topics Town Topics

タウントピックス…………………………まちの話題

　1月28日（日）善防公民館（難波利昭館長）ではな

つかしい正月遊びの数々が体験できました。子どもか

ら大人まで多くの参加者が、凧揚げ、竹馬、コマ回し、

射的などを楽しみ、つきたてのお餅に舌鼓を打ちました。

市内各地で巨大とんど

松 崎 飛 翔くん

（父・利喜さん、母・佐奈恵さん（小印南））

高濱恵美さんにメッセージを渡す藤岡市長

市下水道課から譲り受けた蛍の幼虫に見入る児童たち

　1月13日（土）九会小学校

（松田辰子校長）では、巨大

なとんどを児童や保護者が

囲みました。

　加西市では2001年1月1

日生まれの赤ちゃんに21世

紀を担う若者の旗手として成

長されるのを願い、お祝いの

メッセージと記念品を贈呈し

ました。

飛翔くん、響くん21世紀は君たちの手に
新世紀ベイビーに記念品

高 濱  響くん

（父・信幸さん、母・恵美さん（殿原））

つばさ ひびき

ひびき

つ ば さ

　富合小学校（後藤浩三校

長）の4年生は、総合学習

の時間に身近な川の環境に

ついて勉強したのをきっか

けに、空き教室を利用して

蛍の飼育に取り組んでいま

す。育てた幼虫を3月半ば

に万願寺川へ放流するのを

児童たちは楽しみにしてい

め ぐ み

9
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☆児童虐待☆

最近、親等が、助けを求めることができない幼児

をせっかん・虐待し、なかには死にまで至らしめると

いう痛ましい事件が新聞紙上をにぎわしています。

児童虐待は、主として家庭内で起こり、しかも親

子の絆と愛情が絡むものであるところから顕在化し

がたく、また、その対応も難しいものがありますが、

「いじめ」と並んで子どもに対する重大な人権侵害

です。

年々増え続けている、子どもの虐待相談事例を

少し分析してみると、「子どもの人権1 1 0番・電話

相談」全体（1 , 5 0 0件）の5％が児童の虐待相談で

あり、「虐待行為」では、叩く・蹴るなどの身体的

虐待が52％、言葉で嫌味を言う心理的虐待が18％、

放任・放置などが13％、性的虐待が9％と続いて

います。

「虐待を受けている年齢」は、0歳～2歳児が

24％・3歳～就学前が21％・小学1年～3年が

19％・4年～中学生が13％他となっています。

児童虐待は、家庭環境の影響で、親のストレスの

捌け口として、弱い子どもに向けられて起こること

もあると言われています。

家族揃って明るくて、健やかな家庭環境づくりに

努めましょう。

子どもの人権問題

内
町
遺
跡
は
弥
生
時
代
中
期

（
約
二
千
年
前
）
の
集
落
跡
で
す
。

調
査
で
は
柱
穴
や
墓
な
ど
が
見
つ

か
り
、
同
時
に
土
器
も
数
多
く
見

つ
か
り
ま
し
た
。

土
器
の
中
で
壺つ

ぼ

の
表
面
に
は

様
々
な
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
様
に
は
櫛く

し

状
の
工
具
で
直
線
や

波
形
を
描
い
た
も
の
（
櫛
描
直
線

く　
し　
が　
き　
ち　
ょ　
く　
せ　
ん　

文も
ん

・
波
状
文

は
じ
ょ
う
も
ん

）、
ス
タ
ン
プ
状
に
円

形
文
様
を
つ
け
た
も
の
（
竹ち

く

管か
ん

文も
ん

）、

布
な
ど
で
表
面
を
強
く
な
で
つ
け
、

く
ぼ
ん
だ
直
線
を
描
い
た
も
の

（
凹お

う

線せ
ん

文も
ん

）、
貼
り
付
け
た
粘ね

ん

土ど

紐ひ
も

を
、
指
で
押
さ
え
段
を
つ
け
た
も

の
（
指
頭
圧
痕
突
帯
文

し
と
う
あ
つ
こ
ん
と
っ
た
い
も
ん

）
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
手て

間ま

暇ひ
ま

を
か
け
て
装
飾

そ　
う　
し　
ょ　
く　

豊
か
な
土
器
を
作
っ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
壺
に
は
特
別
の
思
い
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

94

内
町

う
ち
ま
ち

遺
跡
（
弥
生
時
代
）　
…
玉
野
町

集
落
跡　
か　
ら　
弥
生
時
代
中
期　
の　
土
器　
を　
発
見
!

壺
に
施
さ
れ
た
様
々
な
文
様

櫛描直線文・波状文

遺跡位置図

「
池
は
山
の
上
の
方

な
の
で
農
薬
は
来
な
い

よ
。」「
洗
剤
の
水
も
。」「
そ
れ
ら

は
来
な
く
て
も
、
今
は
工
場
の
有

毒
ガ
ス
の
煙
で
酸
性
雨
が
入
る
。

「
ビ
オ
ト
ー
プ
で
飼
っ
た
ら
。」

４
年
生
が
口こ

う

角か
く

沫あ
わ

を
飛
ば
し
て

交
わ
す
議
論
。
飼
育
観
察
を
続
け
、

メ
ダ
カ
に
と
っ
て

住
み
心
地
の
よ
い

環
境
を
求
め
る
子

ど
も
達
の
真
剣
な

思
い
・
願
い
が
飛

び
交
う
学
習
場
面

で
す
。

本
校
で
は
、
昨

年
度
か
ら
、
子
ど

も
達
に
『
生
き
る

力
』
を
育
む
総
合

的
な
学
習
の
在
り

方
を
探
求
し
て
い
ま
す
。
児
童
が

身
近
な
生
活
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、

体
験
や
課
題
解
決
的
な
学
習
を
通

し
て
、
納
得
の
い
く
学
び
方
や
も

の
の
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
ね
ら
い

．
．
．

と
し
て
い
ま
す
。
学
習

の
積
み
重
ね
が
で
き
る
よ
う
に
、

学
年
毎
に
重
点
課
題
を
定
め
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

１
・
２
年
生
（
気
づ
き
を
大
切

に
し
た
学
習
展
開
）
・
３
年
生

（
地
域
を
見
つ
め
直
す
）
・
４
年
生

（
メ
ダ
カ
を
通
し
て
環
境
を
考
え

る
）
・
５
年
生
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

児
童
と
の
交
流
を
通
し
て
異
文
化

理
解
を
深
め
る
）
・
６
年
生
（
い

ろ
い
ろ
な
外
国
に
つ

い
て
調
べ
国
際
的
な

視
野
で
日
本
を
見
つ

め
る
）
と
し
、
児
童

の
興
味
関
心
や
知
的

な
探
究
心
を
生
か
し

た
学
習
は
、
子
ど
も

と
教
師
に
と
っ
て
充

実
感
に
満
ち
た
大
き

な
喜
び
と
な
り
ま
し

た
。今

後
も
、
子
ど
も

達
の
心
か
ら
湧
い
て
く
る
思
い

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

「
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。」「
な
ぜ
。」
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
も
の
ご
と
の
状
況
、
背
景
、

新
た
な
る
課
題
を
子
ど
も
と
共
に

追
求
し
、
本
質
に
迫
る
知
的
探
求

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

子　
ど　
も　
た　
ち　
と
共　
に　
創　
る　
総
合
的
な　
学
習

加加
西西
市市
立立
北北
条条
東東
小小
学学
校校

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡
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5．宮ノ谷遺跡
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玉野構居跡
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4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡
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3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡
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1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡
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5．宮ノ谷遺跡
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1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡
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4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群
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竹管文

凹線文 指頭圧痕突帯文

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校
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②
中
性
脂
肪　
の　
高　
い　
場
合

（
中
性
脂
肪
値
１
５
０　
mg
／　
dl
以
上
）

・
体
重　
の　
是
正
、　
総　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
の　
制
限

・
飽
和
脂
肪
酸　
の　
制
限

・
糖
質　
の　
制
限

・
ア　
ル　
コ　
ー　
ル　
の　
制
限

・
食
物
繊
維　
を　
多　
く
取　
る　

③
Ｈ
Ｄ
Ｌ
│
コ　
レ　
ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
が　
低　
い　
場
合　

（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
│
コ　
レ　
ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
値　
40  
mg
／　
dl
以

下　
の　
場
合
）　

・
肥
満　
の　
解
消

・
適
度　
な　
運
動

・
禁
煙　
を　
心　
が　
け　
る　

以
上　
の　
種
類　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　

コ　
レ　
ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
は　
、　
卵
黄　
や　
肉
類
、　
特　
に　
レ　

バ　
ー　
類
、　
乳
製
品　
に　
多　
く
含　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

卵　
は　
コ　
レ　
ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
が　
多　
い　
の　
で　
す　
が　
、　
良
質　

の　
蛋
白　
を　
含　
む　
栄
養
素　
で　
す　
の　
で　
極
端　
に　
避　

最
近
我
国　
で　
は　
、　

″　高
脂
血
症
″　の　
人　
が　
増

え　
て　
い　
ま　
す
。　
高
脂
血
症　
と　
は　
血
液
中　
の　
コ　
レ　

ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
や　
中
性
脂
肪　
が　
増
え　
こ　
れ　
が　
長　
く

続　
く　
と　
動
脈
硬
化　
を　
起　
こ　
し　
ま　
す
。　
高
脂
血

症　
は　
高
血
圧　
や　
糖
尿
病　
と　
同
様　
に　
食
事　
や　
運

動　
な　
ど　
の　
生
活
習
慣　
と　
深　
く　
か　
か　
わ　
っ　
て　
い　
ま　

す
。　高

脂
血
症　
の　
食
事　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
適
正　
な　
エ　

ネ　
ル　
ギ　
ー　
、　
バ　
ラ　
ン　
ス　
良　
い　
食
事　
が　
前
提　
と　
な　
り　

ま　
す　
が　
、　
そ　
の　
種
類　
に　
よ　
っ　
て　
食
事
療
法　
が　
異　

な　
り　
ま　
す
。　

①　
コ　
レ　
ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
が　
高　
い　
場
合　
（
総　
コ　
レ　
ス　
テ　

ロ　
ー　
ル　
値　
２　
０　
０　
mg
／　
dl
以
上
）

・
体
重　
の　
是
正
、　
総　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
の　
制
限

・
食
事
脂
肪
の
制
限

・
飽
和
脂
肪
酸
の
制
限

・
食
事　
か　
ら　
と　
る　
コ　
レ　
ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
の　
制
限
、　

食
物
繊
維　
を　
多　
め　
に　
取　
る　
。　

市立加西病院

栄養課長

広田　淳子

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今
〈作り方（4人分）〉

①白菜（６００g）は葉と茎に分け筋に沿って葉を２c m茎８m m幅に
切る。

②豚薄切り肉を細切りに。
③ニンジン（２０g）はうすく輪切り、ショウガ（１カケ）は千切りにす

る。
④鍋にだし（１１/２カップ）、みりん（１/４カップ）、しょうゆ（１/４カップ）、

カレー粉（大さじ１）を入れて火にかける。沸騰したら①の茎と
②、③を入れて茎が透きとおったら葉を入れ柔らかく煮る。

⑤かたくり粉（大さじ１）を同量の水で溶いてまわし入れ、とろみが
ついたら火を止めてできあがり。

け　
ず　
に　
適
当　
に　
取　
り　
ま　
し　
ょ　
う
。

脂
肪　
は　
一
日　
に　
取　
る　
エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー　
量　
の　
20
〜　

25
％　
が　
適
量　
で　
、　
日
本
人　
の　
平
均
摂
取
量　
は　

そ　
れ　
を　
超
え　
て　
い　
ま　
す
。　
飽
和
脂
肪
酸　
は　
、　

肉
類
、　
バ　
タ　
ー　
、　
チ　
ー　
ズ　
に　
多　
く
、　
不
飽
和
脂

肪
酸　
は　
、　
食
物
性
油
、　
魚
類　
に　
多　
く
含　
ま　
れ　

て　
い　
て　
、　
い　
わ　
し　
、　
鯵
、　
ぶ　
り
、　
さ　
ん　
ま　
等
、　

Ｅ
Ｐ
Ａ
を　
含　
む　
魚
類　
を　
取　
る　
こ　
と　
で　
血
液　
の　

流　
れ　
を　
よ　
く　
し　
ま　
し　
ょ　
う
。　

野
菜　
は　
緑
黄
野
菜　
１　
０　
０　
ｇ
、　
淡
色
野
菜　

２　
０　
０　
ｇ
、　
あ　
わ　
せ　
て　
３　
０　
０　
ｇ
以
上　
を　
毎
日

取　
り　
ま　
し　
ょ　
う
。　
野
菜　
を　
多　
く
取　
る　
に　
は　
生

野
菜　
で　
取　
る　
よ　
り
も　
煮
炊
き　
す　
る　
方　
が　
多　
く

取　
れ　
ま　
す
。　

以
上　
の　
こ　
と　
に　
気　
を　
つ　
け　
て　
、　
朝
食　
を　
抜　
い　

た　
り
、　
夕
食　
を　
多　
く
食　
べ　
過　
ぎ　
た　
り　
し　
な　
い　
よ　

う
、　
規
則
正　
し　
い　
食
生
活　
を　
心　
が　
け　
ま　
し　
ょ　

う
。　

高
脂
血
症　
の　
食
事　
に　
つ　
い　
て

歯に物が挟まるので食後に爪楊枝が

欠かせない。でも、なかなかうまく取れ

なくて困るという方。歯周病で歯を失わ

ない予防的な方法として、フロス（糸よ

うじ）、歯間ブラシを、ぜひ一度使って

ください。面倒そうで使っていないと聞

きますが、意外と簡単に使え、つまった

物がうまく取れ､歯の汚れも落とせます｡

（加西市歯科衛生士会）

爪楊枝が欠かせない方へ

介護保険制度が開始されて10ヶ月が経過しま

した。当初は利用者、サービス提供者、市等関

係者とも、初めてのことで慣れないため相談窓口

も少し混乱しました。が、最近やっと落ち着きまし

た。加西市では要介護認定を受けた人は1 , 0 0 0

人で実際にサービスを利用している人は､そのうち

800人余です。

制度に慣れてきたところで今回は自分にあった

上手なサービスの利用について考えてみましょう。

サービスの上手な利用の仕方

①介護保険でどんなサービスが利用できるのか

を知る

※市役所「あったか相談窓口」や担当ケアマネ

ージャーより配布の『介護サービス利用の手引

き』等を参考にどんなサービスがあり、どんな

サービス内容かを確認しましょう｡

②介護で困っていることをケアマネージャーに相

談する

※担当のケアマネージャーに何でも相談してくださ

い。本人が少しでも快適に生活でき､状態が悪

化しないように､また介護負担の軽減に向けて

専門的な立場から一緒にサービス計画を立て

てもらえます。

③サービス内容の変更が必要になったら……

※担当ケアマネージャーに連絡し、サービスの調

整を相談します。（例えば昼間の介護が大変

なのでデイサービスの利用回数を増やしたい→

現在利用中の施設が無理でも他の施設のサ

ービスを希望すれば調整がつくことがあります）

ケアマネージャーに気軽に相談しましょう。

これらのことで納得がいかない、疑問、不満が

ありましたら連絡して下さい。

連絡先 保険課・あったか相談窓口

（電話42-８７８８（直通））

介護サービス利用の達人になろう!

〈シェフから一言〉

寒い冬ならではの、あったかい料
理です。材料をいろいろ変えてカ
レー味をお楽しみください。

い　
ず　
み　
会
会
員
（
笹
倉
町
）

甘
中
真
由
美
さ
ん



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

物
の
命
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
再

生
修
理
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

３
月
５
日

（月）

午
前
９
時
〜
12
時

受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し

九
会
支
店

午
後
１
時
〜
４
時

受
　
付

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し

富
合
支
店

修
理
内
容

包
丁
、
ハ
サ
ミ
、
靴
、

洋
傘
、
そ
の
他

問
合
先

く
ら
し
と
生
活
を
守
る

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
立
小
・
中
・
養
護
学
校
（
神

戸
市
を
除
く
）
で
実
施
す
る
初
任

者
研
修
に
係
る
非
常
勤
職
員
を
募

小
・
中
・
養
護
学
校
の

非
常
勤
職
員
の
募
集

再
生
修
理
会

集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
内
容

初
任
者
研
修
に
係
る

新
任
教
員
の
授
業
補
充
な
ど

勤
務
条
件

・
１
日
８
時
間
以
内
の
勤
務
で
年

間
90
日
以
内

・
報
酬
は
１
時
間
あ
た
り
２，　
８
８

０
円
（
平
成
12
年
度
現
行
額
）

・
交
通
費
は
支
給
限
度
額
の
範
囲

内
で
実
費
支
給

資
　
格

希
望
す
る
校
種
の
教
員

職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所

持
者
又
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
取

得
で
き
る
者

申
込
期
間

３
月
16
日

（金）
ま
で

申
込
・
問
合
先

・
東
播
磨
教
育
事
務
所

学
校
教
育
課

（
電
話
０
７
９
４
│
21
│
１
１
０
１
）

・
加
西
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
電
話
42
│
８　
７　
７　
１　
）

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
次
の
援

助
を
し
ま
す
。

内
　
容

学
校
で
必
要
な
費
用
の

一
部　
（
学
用
品　
・　
給
食　
・　
修
学
旅
行
費
等
）

手
続
き

２
月
中
旬
に
学
校
か
ら

小　
・　
中
学
生　
の　
保
護
者　
へ　
の　

就
学
援
助　
の　
お　
知　
ら　
せ

配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
参
照
（
４
月

に
入
学
さ
れ
る
方
は
入
学
時
配
布
）

問
合
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

業
　
務

図
書
館
業
務
の
補
助

募
集
条
件

大
学
生
（
在
学
中
）

募
集
人
員

３
名

期
　
間

平
成
13
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で
の

土
・
日
曜
日
（
月
３
〜
５
日
程
度
）

及
び
夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中
の

指
定
す
る
日

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
35
分

受
付
期
間
等

２
月
22
日

（木）
か
ら

２
月
28
日

（水）
ま
で　
（
月
曜
日　
を　
除　
く
）　

午
前　
９　
時
30
分　
か　
ら　
午
後　
５　
時　
ま　

で
、
直
接
本
人
が
履
歴
書
持
参
の

こ
と

問
合
・
申
込
先

加
西
市
立
図
書

館
（
電
話
42
│
３
７
２
２
）

平
成
12
・
13
年
度
建
設
工
事
、

測
量
等
（
測
量
、　
建
設　
コ　
ン　
サ　
ル　
タ　

ン　
ト　
等
）、
物
品
の
製
造
・
買
入
れ

等
（
物
品　
の　
製
造
、　
買
入　
れ　
、　
売
払　

入
札
参
加　
補
充
受
付

学
生　
ア　
ル　
バ　
イ　
ト　
募
集

い　
、　
役
務　
の　
提
供
等
）　
に　
か　
か　
る　
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請　
の　
補
充
受

付　
を　
次　
の　
要
領　
に　
よ　
り
行　
い　
ま　
す
。　

受
付
期
間

３
月
１
日

（木）
〜
９
日

（金）
（
但　
し　
、　
土
・
日
曜
日　
は　
除　
く
）　

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
但　
し　
、　
正
午　
〜　
午
後
１
時　
は　
除　
く
）

受
付
場
所

財
務
管
理
部
管
財
課

申
請
様
式

①
建
設
工
事
・
測
量
等

国
土
交
通
省
統
一
様
式
等

②
物
品
の
製
造
・
買
入
れ
等

市
指
定
用
紙
（
一
部
５
０
０
円
）

提
出
方
法

郵
送
も
し
く
は
持
参

（
郵
送　
に　
つ　
い　
て　
は　
３　
月　
９　
日
消
印
分　
ま　
で　
）　

問
合
先

財
務
管
理
部
管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

日
　
時

３
月
11
日

（日）

午
後
３
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

２
階
研
修
室

講
　
師
「
日
本
ふ
る
さ
と
塾
」

萩
原
茂
裕
氏

参
加
費

無
料

問
合
先

（社）
加
西
青
年
会
議
所

（
電
話
42
│
２
７
２
３
）

│　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
講
演
会
│

「
市
民
参
画
元
年

21
世
紀　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
と　
は　
」

義捐金の振込先
みなと銀行本店 普通口座 1630227
名義：インド西部大地震兵庫義援金
※みなと銀行の本支店から振り込む場

合は手数料無料
※市役所や市民会館にも募金箱を設

置しています。

インド西部大地震
義援金にご協力を!来訪した業者に勧誘され、子どもの家庭教師派

遣契約をし、教えるために必要と言われた3年間分

の教材3 5万円分も購入した。3ヵ月後子どもがやめ

たいと言い出し中途解約を申し出たが、別契約なの

で教材は解約できないと言われた。

家庭教師料金が月謝制であっても、3年間分の教

材を買わせていることから長期の契約と見なされま

す。この場合、教材は「必要だ」と説明されている

ので『関連商品』であり、両方とも中途解約できます。

ただし、解約には、家庭教師についての法律で定め

る一定額以内の解約金と教材の使用料に相当する額

を支払わなければなりません。契約の際は書面をよ

く確認し、契約書に『関連商品』とあり、中途解約

時の精算方法の記載があるか確認しましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 長期の契約は慎重に!

ハナサク

Ｑ

Ａ



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。13

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

厳かなる終焉 （結城五郎著）
スクープ （松田美智子著）
将軍の星 （宮本昌孝著）
虹の絆 （毛利恒之著）
幻妖城異聞 （三戸岡道夫著）
化粧槍とんぼ切り（森　雅裕著）
四季・亜紀子 （五木寛之著）
命をくれたキス （鈴木ひとみ著）
生きる心の糧　第一期全１３巻

ちょっと憧れ、こんな暮らし方（西村玲子著）
四大文明　全4巻
沖縄の素顔 （新崎盛暉著）
わたしたちを忘れないで（東 ちづる著）
テレジンの子どもたちから（林　幸子著）
17歳のバタフライナイフ（宮崎　学［ほか］著）
介護にんげん模様（春日キスヨ著）
異見あり （養老孟司著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

2月 18日（日） つつみ神経内科 （野上町・電話42-２０５０）

25日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

3月 4日（日） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）

11日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）

18日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）

20日（火） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）

※変更になることがありますので、お確かめください。

〔おはなし会〕3月10日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・2月20日（火）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

３月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

３月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

３月１日（木）健康福祉会館

３月８日（木）農村環境改善センター・２月15日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

２月22日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

私の夢
九会小学校６年

長谷川　友紀さん

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　２月17日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　３月17日（土）

問合先 健康長寿課（電話42-8728）

★電話でご予約の上、参加下さい。

〈ママの一言〉

元気に大きくなってもらいた

いです。

パパ・豊　継さん

ママ・希代子さん

中道　司
つかさ

ちゃん（3歳） 中道　令
りょう

ちゃん（2歳）

（下万願寺町）

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年12月生れの乳児 ２月27日（火） 午後１時～２時

《平成13年１月生れの乳児 ３月27日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成12年10月生れの乳児 ３月７日（水） 午後１時～２時

《平成12年11月生れの乳児 ４月４日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成11年９月生れの幼児 ３月13日（火） 午後１時～２時

《平成11年10月生れの幼児 ４月10日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成９年12月生れの幼児 ２月20日（火） 午後１時～２時

《平成10年１月生れの幼児 ３月21日（水）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ３月14日（水） 午後１時～２時

《４月11日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者 ３月14日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《４月11日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

３月15日（木） 午前９時～９時30分

《４月19日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２８）

私の将来の夢は、盲導犬の訓練士になる

ことです。目の見えない人にとって、盲導

犬は、すごく心の支えになると思います。

少しでも多くの人に安心してどこでも行け

るようになってほしいからです。大変だと

思うけど、犬の気持ちも分かってあげられ

る訓練士になりたいです。
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「
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
活

動
」
を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
　
時

４
月
20
、
27
日
、
５
月

11
、
18
、
25
日
、
６
月
１
、
８
、

15
日
（
金
曜
日
全
８
回
）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

研
修
室

（５）

参
加
費

１，　
０
０
０
円

定
　
員

10
名
程
度

対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
ま
で

の
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
意
欲

が
あ
り
継
続
し
て
毎
週
木
曜
日
に

活
動
で
き
る
方

申
込
先

加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会
（
電

話
43
│
０
３
６
１
）（
２
月
28
日
締
切
）

小
中
学
生
が
盲
導
犬
を
間
近
で

見
る
こ
と
に
よ
り
視
覚
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室
。

日
　
時

３
月
26
日

（月）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

盲
導
犬
の
理
解
を

深
め
る
講
演
会

朗
読　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　

講
習
会

館
・
泉
中
学
校
体
育
館

参
加
費

１
チ
ー
ム
２，　
０
０
０
円

（
学
生
チ
ー
ム
１，　
０
０
０
円
）

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
抽
選
会
場
ま
で

抽
選
会

３
月
15
日

（木）

午
後
７
時
30
分
〜

男
子
＝
市
民
会
館
会
議
室
　
女

子
＝
市
民
会
館
グ
ル
ー
プ
活
動
室

問
合
先

加
西
市　
バ　
レ　
ー　
ボ　
ー　
ル　
協
会
事

務
局
　
山
西
（
電
話
42
│
０
５
１
２
）

市
で
は
４
月
以
降
の
臨
時
職
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
）
の
登
録

を
行
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
登
録
者
の
中
か

ら
選
考
、
決
定
し
ま
す
。

職
　
種

一
般
事
務
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
調
理
師
、
清
掃
・

土
木
作
業
員
、
看
護
士
等

年
　
齢

作
業
員
50
歳
以
下
、
そ

の
他
職
種
40
歳
以
下

登
録
受
付

随
時

面
接
予
定
日

３
月
20
日

（祝）

※
該
当
者
に
は
後
日
連
絡

登
録
有
効
期
間

平
成
14
年
３
月
31
日

提
出
書
類

①
市
販
の
履
歴
書
②

免
許
証
又
は
資
格
証
の
写
し
（
一

臨
時
職
員
の
登
録
受
付

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

般
事
務
、
作
業
員
を
除
く
）

申
込
・
問
合
先

総
務
課

（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

出
生
・
結
婚
・
卒
業
・
創
立
等

ど
ん
な
記
念
日
で
も
結
構
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
、
桜

の
記
念
植
樹
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
期
間

５
月
末
日
ま
で
随
時

木
の
大
き
さ
等
（
標
準
）
高
さ
3.0

ｍ
、
幹
周
り
12  
cm
、
桜
（
八
重
桜
）

費
用
等

全
て
申
込
者
負
担
（
１

万
８
千
円
程
度
）、
樹
木
は
市
へ
寄

贈
と
な
り
ま
す
。
市
よ
り
記
念
日
、

氏
名
等
を
明
記
し
た
プ
レ
ー
ト
を

交
付
し
ま
す
。

維
持
管
理

樹
木
の
管
理
は
当
該

樹
木
の
里
親
で
あ
る
申
込
者
に
お

願
い
し
ま
す
が
、
全
般
的
な
維
持

管
理
は
市
が
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

都
市
計
画
課

（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

平
成
12
年
９
月
号
の
広
報
か
さ

い
に
掲
載
し
ま
し
た
「
既
存
宅
地

確
認
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
」
で
、

既
存
宅
地
確
認
申
請
の
手
続
き
の

既
存
宅
地
確
認
制
度
廃
止　
に　

伴　
う　
暫
定
措
置
基
準　
に　
つ　
い　
て

丸
山
総
合
公
園　
で　

記
念
植
樹　
を　
し　
ま　
せ　
ん　
か

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

研
修
室

（１）

講
　
師

（社）
県
盲
導
犬
協
会

津
田
公
子
氏

対
　
象

小
学
４
年
生
〜

中
学
３
年
生

定
　
員

50
人

参
加
費

無
料

問
合
先

３
月
９
日

（金）
ま
で
に
加

西
市　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア
・
市
民
活
動　
セ　
ン　

タ　
ー
（
電
話
43
│
８
１
３
３
）
ま
で
。

日
　
時

５
月
27
日

（日）

10
時
〜
15
時
30
分

場
　
所

伊
丹　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
セ　
ン　
タ　
ー

種
　
目

陸
上
競
技　
・　
卓
球　
・　
水
泳

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳　
の　
交

付　
を　
受　
け　
た　
者　
（
内
部
障
害　
は　
除　
く
）　

申
込
・
問
合
先

３
月
９
日

（金）
ま

で
に
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
電
話
42
│
８
７
２
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│

１
８
０
１
）

日
　
時

３
月
25
日

（日）

午
前
８
時
30
分
〜

場
　
所

男
子
＝
加
西
中
学
校
体

育
館
　
女
子
＝
北
条
中
学
校
体
育

市
民
バ　
レ　
ー　

ボ　
ー　
ル　
大
会

県
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

死者10名! 昨昨年年のの 死死者者55名名 をを大大ききくく上上回回るる !! !!

─高齢者の事故が多発─（10名中8名が高齢者）

加西市では、昨年、交通死亡事故が多発し、1 0人の方が亡くなられまし

た。そのうち8人までが6 5歳以上の高齢者の方でした。運転者のみなさん、

人にやさしい運転を心がけ、21世紀の幕開けにふさわしい年にしましょう。

総件数

1,652（＋28） 331（＋47） 10（＋5） 425（＋47）

人身事故件数 死　者 負傷者

固定資産税第4期分、国民健康保険税第8期分及び
介護保険料（普通徴収）第5期分の納期限は

22月2288日（水）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

問合先 税務課（��8712・8713）

平成12年度



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

深田ハマヱ 84 良　雄 玉　野
西村みさ子 84 善　信 別府西
高見おとよ 92 節　雄 中　富
横田　　貫 61 みち子 三　口
宮永　春雄 85 康　信 畑
上見　孝夫 60 重　博 網　引
内藤　竣詞 98 正　樹 満　久
谷勝　種治 89 功治郎 南　町
中井　真世 32 一　夫 繁昌団地
増田　節子 78 昌　之 繁　陽
大藤うめの 73 克　仁 大　柳
難波　浅二 90 利　昭 大　村
庭井こいと 89 初　治 窪　田
小西きくゑ 94 肇 西剣坂
本多　文夫 50 ちよゑ 上野田
圓井ハツネ 83 一　啓 横　尾
中塚　武平 82 光　男 池　上
山下　八郎 84 正 窪　田
小池志げの 77 安　司 豊　倉
高見しずこ 91 照　夫 戸田井
竹本　敏晃 70 タミヱ 古　坂
藤本きみゑ 74 吉　男 西上野
辻　ヤスヱ 90 西村和子 中　富
高見　　正 76 親　義 野　上
高見　政行 69 政　伴 栗　田
古家　藤松 84 丸山明男 下若井
古元　輝一 70 博　之 下宮木村
藤原よし子 79 正　司 中　野
原田　君子 52 浅井辰広 横　尾
長濱　石城 63 誠 古坂３丁目
小菊はつ子 84 孝　一 東高室
森本わきゑ 93 烈　規 鍛治屋
高見由紀子 56 信　幸 戸田井
倉山　敏子 86 俊　一 鶉野中
後藤　ミヤ 83 隆 上若井
玉田　勝治 86 恒　三 玉　野
藤本　尚利 75 達　也 殿　原
岡　　林吉 92 静　夫 畑
藤枝　美子 87 馨 南　町
内藤　久作 79 武　房 野　上
高見マツコ 77 良　記 別府東
松岡　友一 89 生　一 国　正

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（12月26日から１月31日受付分まで・敬称略）

●
報
告
「
環
境
に
や
さ
し
い
日
常

生
活
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

●
寸
劇
「
き
っ
ち
り
分
別
ガ
ラ
ス

び
ん
」

●
基
調
講
演

演
題
「
循
環
型
ま

ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」

講
　
師

滋
賀
県
環
境
生
活
協
同

組
合
　
理
事
長
　
藤
井
絢
子
氏

無
料
ご
み
処
理
券
は
、
住
民
登

録
に
基
づ
い
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
無
料
ご
み
処
理
券
は
、

１
月
31
日
現
在
の
住
民
登
録
に
よ

り
、
各
町
区
長
さ
ん
を
通
じ
３
月

中
に
配
布
し
ま
す
。
２
月
１
日
以

降
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
直
接
市

役
所
環
境
対
策
室
の
窓
口
へ
申
し

出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
12
年
度
無
料
ご
み

平
成
13
年
度
無
料　
ご　
み　

処
理
券　
の　
交
付　
に　
つ　
い　
て

処
理
券
は
３
月
31
日
ま
で
の
使
用

に
限
り
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は

平
成
13
年
度
無
料
ご
み
処
理
券
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。（
有
料
券
は
期

限
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
度
を

越
え
て
使
用
で
き
ま
す
。）

担
　
当

地
域
振
興
部
環
境
対
策

室
（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

兵
庫
県　
で　
半
世
紀　
ぶ　
り　
と　
な　
る　
国

民
体
育
大
会　
を　
よ　
り
多　
く　
の　
人　
に　
知　

っ　
て　
も　
ら　
う
た　
め　
、　
親　
し　
み　
の　
あ　
る　

愛
称
・
標
語　
を　
募
集　
し　
ま　
す
。

募
集
作
品

・
愛
称

兵
庫
ら
し
さ
を
端
的
に

表
し
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
呼
び

や
す
い
も
の

○
○
○
○
○
○
○
国
体
※
「
国
体
」

の
文
字
を
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

２　
０　
０　
６　
年　
ひ　
ょ　
う　
ご　
国
体

「
愛
称
」　「
標
語
」　
大
募
集
!!

死亡者 年齢 喪主 町名

期
限
（
経
過
措
置
期
限
）
を
平
成

13
年
５
月
18
日
と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
周
知
期
間
が
短
い
た
め
、

経
過
措
置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な

い
方
の
救
済
を
目
的
と
し
た
暫
定

措
置
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
用
途
は
自
己
用
の
専

用
住
宅
の
み
で
、
期
間
は
５
年
間

で
す
。
詳
し
く
は
都
市
計
画
課
建

築
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

循
環
型
社
会　
を　
つ　
く　
ろ　
う

―
あ
な
た
が
主
役
ご
み
減
量
―

開
催
日

２
月
25
日

（日）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
40
分

（
受
付
＝
午
後
１
時
〜
）

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

兵
庫　
イ　
ベ　
ン　
ト　
「
ご　
み　
減
量　
と　

リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
推
進
加
西
大
会
」

・
標
語

大
会
の
趣
旨
や
目
標
を

簡
潔
に
表
現
し
た
も
の

締
　
切

３
月
15
日

（木）
（
当
日
消
印
有
効
）

賞
　
金

愛
称
・
標
語
と
も
　
最
優
秀
賞

10
万
円
ほ
か

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
「
愛

称
」　
・　
「
標
語
」
双
方
も
し
く
は
一

方
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
職
業
、
性
別
を
記
入
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
・
応
募
先

第
61
回
国
民
体

育
大
会
兵
庫
県
準
備
委
員
会
事
務

局
〒
６
５
０
│
０
０
０
４
　
神
戸
市

中
央
区
中
山
手
通
６
│
１
│
１

（
電
話　
０　
７　
８　
│　
３　
４　
１　
│　
７　
７　
１　
１　

Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
０　
７　
８　
│　
３　
６　
２　
│　
３　
９　
６　
９　
）

電
子
メ
ー
ル

加西市への寄付

○福吉　　　高橋　雄紀 149万6250円
（文化ホールグランドピアノ修理費として）

○新生精機（株） さくらの苗木 55本
（100万円相当を創立50周年記念として）

○加西市老人クラブ連合会 端座位保持具２台
床ずれ予防用エアーマット４台

（「友愛募金」の一部40万円で加西病院へ）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○有限会社トライテック従業員一同 1万5000円

○柏葉会 1万円

○加西コープ委員会

（組合員祭バザー収益金） 3万1832円

○かもめ友の会 10万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

善意の花束

（受付順　敬称略）

○匿名 2万円

○田町 竹本　幸夫 1万5000円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

○匿名 3万円

○美心 2万円

供養預託

○若井 釜坂　正利 10万円

○網引 西脇　照代 5万円
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H13.2.1現在（前月比）
人　口／ 52,094（－22） 世帯数／ 15,919（＋12）

男　／ 25,273（－27） 女　／ 26,821（＋ 5）

84春に先がけて可憐な
花をつけるアセビ

２　
月
末
頃　
か　
ら　
、　
枝
先　
に　
可
愛　

い　
つ　
ぼ　
状　
の　
白　
い　
花　
を　
い　
っ　
ぱ　
い　
ぶ　
ら　

さ　
げ　
て　
穂　
の　
よ　
う　
に　
垂　
れ　
て　
咲　
く　

ア　
セ　
ビ　
の　
花
。　
春　
に　
先　
が　
け　
て　
花　
を　

開　
く
迎
春
花　
の　
一　
つ　
で　
す
。　
木
枯　

ら　
し　
の　
あ　
た　
ら　
な　
い　
所　
の　
も　
の　
は　
、　

１　
月
中　
に　
も　
開
花　
が　
見　
ら　
れ　
る　
こ　

と　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
こ　
ん　
な　
に　
早　
く

咲　
く　
の　
に　
は　
理
由　
が　
あ　
る　
の　
で　
す
。　

つ　
ぼ　
み　
を　
い　
っ　
ぱ　
い　
に　
つ　
け　
た　
穂　
が　
、　

す　
で　
に　
前
年　
の　
７　
月　
か　
ら　
準
備　
さ　

れ　
て　
い　
て　
、　
い　
つ　
開
花　
し　
て　
も　
よ　
い　
状

態　
で　
越
冬　
す　
る　
の　
で　
す
。　

ア　
セ　
ビ　
は　
、　
加
西　
の　
山　
に　
も　
よ　
く

自
生　
が　
見　
ら　
れ　
る　
我
国
特
産　
の　
常

緑
低
木　
で　
、　「
馬
酔
木
」　
と　
書
き　
、　

家
畜　
が　
食　
べ　
る　
と　
中
毒　
し　
て　
「
足

痺　
（　
し　
び　
）　
れ　
る　
」　
と　
こ　
ろ　
か　
ら　
名

付　
け　
ら　
れ　
た　
の　
で　
す
。　

可
憐　
な　
花　
と　
年
中
変　
わ　
ら　
な　
い　

つ　
や　
の　
あ　
る　
葉　
は　
、　
万
葉　
の　
昔　
か　
ら　

愛　
さ　
れ　
、　
赤
花　
な　
ど　
園
芸
品
種
も　

数
多　
く　
つ　
く　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
市
役

所　
の　
周　
り　
に　
植
え　
ら　
れ　
た　
も　
の　
が　

見
事　
で　
す
。

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

インターネットの急速な普及の中、大きく生活や暮らしが変わるといわれる情報通信技術（I T）革命の時

代を迎えています。この講習では、初心者向けに誰でもインターネットが使えるようになるための必要な基

礎技能を習得することができます。是非、この機会におひとり様でも、また、お友達やグループの仲間とご

一緒にふるってご参加ください。

1．募集対象 20歳以上の方ならどなたでも受講できます。

2．前提知識 特に必要ありません。

※パソコンが全く初めての方でも受講できます。

3．講習時間 1コース12時間（3時間×4回）

※必ず同コース内で4回継続して受講してください。

4．内　　容 ・パソコンの基本操作　・インターネット利用

・文書作成　・電子メールの送受信

5．日時・場所

（講習時間帯）午前9：00～12：00 午後1：30～4：30 夜6：30～9：30

6．定　　員 各コースとも20名（計80名）

7．受 講 料 無料（テキストを持ち帰る場合は実費が必要です）

8．申込方法 各コース初回開催日の10日前までにコース番号・氏名・住所・年齢・電話番号等を下記申

込先に電話又はF A Xでお申込みください。

受講いただける方には先着順で1週間前までに受講案内をお送りします。

9．申込・問合先 加西インターネット講習予約センター（2月16日受付開始）

電話49－9550（平日8：30～17：15） FAX49－9551
〈今後の予定〉市民インターネット講習は、今回の開催だけでなく平成1 3年度も年間を通して多数開催を予

定しております。開催場所も公民館等にも拡大を検討中ですが、詳しくは市広報紙4月号で発表予定です。

問合先は、情報推進室（電話42-8703）・教育委員会生涯学習課（電話42-8772）

コース番号

1 日祝昼間 3月 ①18（日）午前 ②18（日）午後 ③20（火）午前 ④20（火）午後 泉 中 学 校

2 平 日 夜 3月 ①19（月）夜 ②22（木）夜 ③26（月）夜 ④29（木）夜 北条中学校

3 平 日 夜 3月 ①21（水）夜 ②23（金）夜 ③27（火）夜 ④28（水）夜 加西中学校

4 土日昼間 3月 ①24（土）午前 ②24（土）午後 ③25（日）午前 ④25（日）午後 善防中学校

タイプ 月 開 催 日 ・ 時 間 帯 場　所

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
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